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※詳しくは、P.3をご覧ください。
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　2010年度は、高速道路事業においては、料金収入などから

高速道路機構への貸付料や必要な管理費用を支出した結果、

営業利益は10億円となりました。

　関連事業においてはSA・PA事業、駐車場事業のほか、国か

らの受託事業などがあり、営業利益は60億円となりました。そ

の結果、NEXCO西日本グループ全体では営業利益は71億

円、当期純利益は100億円となりました。

　高速道路事業・関連事業ともに順調に利益を計上し、財務体質強化を図るとともに、ＳＡ・ＰＡリニューアル投資等に充当しています。
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当社グループ収支の推移

※民営化後のスキームについては、P.4をご覧ください。
※端数処理の関係により合計が一致しない場合があります。

高速道路事業

2010年度連結損益計算書
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民  営  化  の  概  要

　NEXCO西日本は、右の3つを目的とする旧道路関係4公団民

営化において、旧日本道路公団（JH）の3分割により2005年10

月1日に設立されました。

　なお、道路関係4公団は下図のとおり、高速道路資産を保有し、

その債務の返済を実施する独立行政法人日本高速道路保有・

債務返済機構（以下、高速道路機構）から、高速道路資産を借り

受け、運営管理を実施する6会社に分割されています。

NEXCO西日本 NEXCO中日本 NEXCO東日本 首都高速道路
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首都高速道路公団 阪神高速道路公団 本州四国連絡橋公団日本道路公団

〔会社〕高速道路の建設・管理・料金徴収

〔高速道路機構〕高速道路の保有・債務返済

独立行政法人　日本高速道路保有・債務返済機構

民営化の目的

旧道路関係4公団合計で、約40兆円にのぼる有利子債
務を確実に返済すること。1
必要な道路を、会社の自主性を尊重しつつ、早期に、でき
るだけ少ない国民負担のもとで建設すること。2
民間企業のノウハウを発揮し、多様で弾力的な料金設定
を実現し、お客さまに多様なサービスを提供すること。3

7,103億円
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▼連結営業利益・当期純利益の推移（単位：億円）
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